



Full scale test of rockfall protection nets
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ABSTRACT  This study aims at elucidating the functions required of pocket-type rockfall 
protection structures, and at establishing a technique to verify the performance of such 
structures. In relation to developing techniques for verifying the performance of the structure 
as a whole and for verifying the margin of safety, full-scale test of static loading test and 
falling-weight impact test on the conventional pocket-type rock-fall protection nets were 
conducted to closely examine the energy absorption mechanism and the behaviors of the nets. 
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一としており、金網高 10 m、金網幅 15 m である。 
表 1 に、供試体材料の諸元を示す。金網には菱
形金網 5.0 φ × 50 × 50 mm を、縦ロープおよび横ロ
ープには 18 φを、縦補助ロープには 14 φを用い
ている。ワイヤロープの配置は、縦ロープ間隔 3.0 


























10 t (直径 1.25 m、高さ 95 cm、底部より高さ 30 cm 
の範囲が半径 1 m の球状)の重錘に鉛部材を設置













表 1 供試体材料諸元 
 諸元 
部材耐力［ミルシートより］ 
菱形金網 5.0φ× 50 × 50 mm 
引張強さ:290～540 [405] N/mm2
縦ワイヤロープ 18φ3 × 7 G / O，L = 20.4 m 
設計破断荷重:160 [208.8] kN 
横ワイヤロープ 18φ3 × 7 G / O，L = 13.5 m 
設計破断荷重:160 [208.8] kN 
縦補助ワイヤロープ
14φ3×7 G / O，L = 13.0 m 
設計破断荷重:110 [119.4] kN 
ターンバックル 両アイ型 1×12 ネジ径W=1 
公称破断荷重:222 [なし] kN 
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T-1 に着目すると、変位が 0.3 m 程度に達するまで
は荷重は数 kN 程度であり、変位の増加に対して
非常に緩やかな変化となっている。その後、荷重




変形状況やロープ張力等から判断して、約 120 kN 
(変位約 1.7 m) までの載荷とした。この荷重－変
位関係から、本実験条件における金網とワイヤロ
ープから構成される構造全体系の最大荷重作用時
点までのエネルギー吸収量は約 70 kJ と算定され
る。 
一方、図 3 より載荷点以外の測定点に着目する
と、近傍の T-4 と T-5 がほぼ同様な挙動を示して
おり、その最大変位は約 0.5 m と載荷点の 3 割程
度にとどまっている。最遠端の T-2 ではほぼ変位
は生じておらず、また、その手前の T-3 において
は載荷方向とは反対に 0.2 m 程度盛り上がった状
態になっている。図示していないその他の測定点
においても、最大変位は 0.4 m 程度であり、載荷
点近傍で局所的に大きな変位が生じている状態で
あることがわかる。なお、除荷時の残留変位は、























































図 2  縦補助ロープ 荷重－変位関係
－
図 5 荷重－横ロープ張力関係 
  図 4 荷重－縦ロープ張力関係 




























 衝撃載荷には、質量 1 t（直径 50 cm、高さ 61 cm、







イム 1 ms で一括収録を行っている。 








３．３．１ 各種応答波形  
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写真 3 実験状況 (衝撃載荷実験) 





























最大衝撃力約 100 kN に対して最大変位 1.89 m で
ある。一方、静的載荷では前章のとおり、最大荷



















































































載荷 D1-w7.5 7.5 ②




D2-n7.5 7.5 ④ 金網上 
D3-w5.0 5.0 ⑤ 補 助 ロ
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